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機能水関連カレンダー 

日本機能水学会第 23 回学術大会  2025 年 9月 13-14 日（土-日） 静岡労政会館（静岡市） 

フードセーフティジャパン(FSJ)2025  2025 年 10 月 15-17 日（水-金）    東京ビッグサイト東ホール 

食品ニューテクノロジー研究会   2025 年 11 月 18 日（火）     日本食糧新聞社食情報館 （東京） 

日本電解水協会セミナー   2025 年 11 月 20 日（木）    品川区立総合区民会館きゅりあん 

＜報告＞     生物安全実践講習会 

（公財）ルイ・パストゥール医学研究センターと（一財）機能水研究振興財団の共同公益事業の生物安全実践講習会

第 6 回実践コース B が、2025年 8月 27～28日（水～木）の 2日間、医療研修施設ニプロ iMEP（滋賀県南草津）で開

催された。今回は、基盤コースや実践コース Aにおいて実施している電解水を用いる衛生的手洗い実習がプログラム

に組込まれた。ほとんどの受講生は電解水未経験者であったため、効果確認（ATP ふき取り検査）と電解水の触感を

実感する機会となった。第 7回実践コース B講習会は、来年 2月に北里環境科学センターにおいて開催予定。 

https://biossafetyforum.wixsite.com/seibutuanzen 

 

 

 

 

                

  

 

mailto:kinousui-zaidan@nifty.com
http://www.fwf.or.jp/
https://biossafetyforum.wixsite.com/seibutuanzen


2 

 

＜お知らせ＞  公益財団法人ルイ・パストゥール医学研究センター 
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フードセーフティジャパン(FSJ)2025 

－食品安全・衛生対策資材展－食の安全・安心に繋がる機器・衛生資材が集う専門展示会 

2025年 10月 15日(水)～17日(金) 10：00～17：00 東京ビッグサイト 東ホール 

機能水研究振興財団は、日本食品衛生協会パビリオン内にて出展する。 

主催：(一財)食品産業センター (公社)日本食品衛生協会、後援：厚生労働省/経済産業省 
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http://www.n-shokuei.jp/
http://www.mhlw.go.jp/
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日本機能水学会第 23 回学術大会          ※参加登録は終了しました! 
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参加ご希望の方は、 

kinousui-zaidan@fwf.or.jp 

へご連絡ください。 

特別割引専用申込書をお送り

します。 
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機能水関連情報 

 ジャパンオーラルヘルス学会誌： Vol.20、No.1,2025 

 総説： pp.19-25 

ガットフレイル：その概念と対策 内藤裕二  Gut Frailty：Its Concept and Therapy 

  抄録：ガットフレイルとは、胃腸の働きの虚弱化という意味で名付けた新しい概念で、 

  赤ちゃんから始まり人生のすべて、特に働き盛りの人も含んだすべての人の Well- 

  Beingをガットへの対策から目指すものである。消化管症状の中でも便秘症状は高 

  頻度であり、生存率、慢性腎臓病、急性心筋梗塞、パーキンソン病、認知症などの 

  脳神経疾患などに影響する。病態の中心は腸管バリア機構の虚弱化であり、粘液分 

泌低下、粘膜透過性の亢進、微小炎症、酪酸酸性菌の低下などが関わる。ガットフ 

レイルの対策としては、食・栄養素、マイクロバイオームが中心になる。 

 総説：pp.26-30 

 ワンヘルスと機能水 堀田國元 A One Health-oriented Mini-review of Functional Water 

次亜塩素酸水の定義、製法、物性規格、有効性（抗菌抗ウイルス活性）、安全性、 

実用的活用、およびアルカリイオン水の口腔内環境保全こうかなどについて解説。 

 

月刊フードケミカル 2025年 8月号 

 特別寄稿：pp.33-38 

  次亜塩素酸水のネクストステージ展望 堀田國元・平山誠 

  ifia JAPAN 2025の「電解水・ネクストステージへの展望における堀田と平山の講演 

（下記参照）の内容を基に次亜塩素酸水の展望とカット野菜工場の衛生管理における 

次亜塩素酸水の展望について解説。 

 セミナールポ：pp.39-40 

   電解水・ネクストステージへの展望 

  機能水研究振興財団と日本電解水協会は 5月 22日、ifia JAPAN 2025の「食の安全・ 

科学セッション」において表題のセミナーを開催し、以下の講演を行った。そのルポ 

記事が掲載されている。 

 基調講演： 次亜塩素酸水の温故創新  堀田國元（機能水研究振興財団） 

 講演： 

 ・有機農産物の市場拡大に寄与する電解水 石渡幸則（日本電解水協会） 

 ・カット野菜工場の衛生管理における 

次亜塩素酸水の利用と課題   平山誠（国際 HACCP同盟ﾘｰﾄﾞインストラクター） 

 ・HACCPにおける迅速検査 

 ～食中毒予防と電解水の可能性～  立石亘（迅速検査研究会） 


